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「安否確認・避難ツール」の戸別配布について 
 

会員の皆様におかれましては、日頃からみ春野自治会及びみ春野自主防災組

織が推進する防災活動に関しまして、ご理解とご協力を賜りお礼申し上げます。 

令和６年能登半島地震により甚大な被害が発生するとともに、尊い人命が失

われました。首都圏においても直下型地震や海溝型地震の発生が危惧されると

ころであり、自助の推進及び共助への期待が一層高まっています。 

さて、大規模災害が発生した際の避難所開設や在宅避難者の支援を的確、円滑

に実施するため各世帯に「安否確認・避難ツール」を配布致します。 

３月には、全世帯に協力いただき今回配布するツール（安否カード）を活用し

た安否確認訓練を実施致しますので、ご協力お願い致します。 

 

記 

１ 戸別配布する「安否確認・避難ツール」の内訳 

・ナップザック（紺色・布製） １式 

・安否カード（Ａ５判ラミネート加工） １枚 

・み春野避難カード（はがきサイズ） １枚 

・み春野避難支援カード（はがきサイズ） １枚 

２ 配布方法等 

  班長又は副班長から戸別配布します。 

 受領の証として、受領書に氏名・住所（住居表示）・３月に実施する訓練に

参加いただける方の人数を記入いただきます。 

 なお、３月１７日（日）に実施する安否確認訓練はご自宅のドアや門扉等に

「安否カード」を掲出いただくとともに、各ご家庭内において地震の揺れから

身の安全を守る姿勢を参加者それぞれが居室内等でとっていただくものです。

公園や自治会集会所にお集まりいただくものではありません。 

３ その他 

（１）訓練の詳細及びツールの活用方法等は２月の回覧でお知らせします。 

（２）休会中の世帯に対しては、再会の手続きに併せてツールを配布します。 

（３） 自治会・町内会向け SNS「いちのいち」の災害ページ機能を活用した安

否確認手段の確立についても本取組に併せて推進します。利用登録が済ん

でいない方は、「いちのいち」の利用登録についてお願い致します。 

「いちのいち」招待用QRコード 
 

（４） 地域における防災活動には、会費を充当しています。年度に１回は、千

葉市から訓練の参加者一人あたり１５０円の助成金が交付されますので、

一人でも多くの方に訓練に参加いただけますようお願い申し上げます。 




